衛の霊 公の 三十 九 年と 云う 年の 秋に、 太子 蒯聩が 父 

の 命 を 受けて 斉に 使した ことがある。 途に宋 の 国 を 過 

ぎた 時、 畑に 耕す 農夫 共が 妙な 唄 を 歌う の を 聞いた。 

既定 爾婁豬 

盍帰 吾艾豭 

牝豚 はたし かに 遣った 故 

早く 牡 豚 を 返すべし 

衛の 太子 は 之 を 聞く と 顔色 を 変えた。 思い当る こと 

があった ので ある。 

父. 霊 公の 夫人 (といっても 太子の 母で はない) 

なんし むし そ 

南 子 は宋の 国から 来て いる。 容色よりも 寧ろ 其の 才気 



さりげなく 話 をしながら 太子 は 幕の 陰に 目く ばせ をす 

る。 急に 臆した もの か、 剌客は 出て 来ない。 三度 合図 

をしても、 ただ 黒い 幕が w J そご そ 揺れる ば かりで ある。 

太子の 妙な そぶりに 夫人 は 気が付いた。 太子の 視線 を 

迪り、 室の 一隅に 怪しい 者の 潜んで いる を 知る と、 夫 

人 は 悲鳴 を 挙げて 奥 へ 跳び 込んだ。 其の 声に 驚いて 霊 

公が 出て 来る。 夫人の 手 を 執って 落着け ようとす るが、 

夫人 は 唯 狂気の ように 「太子が 妾 を 殺します。 太子 

が 妾 を 殺します」 と 繰 返す ばかりで ある。 霊 公 は 兵 を 

召して 太子 を 討た せようと する。 其の 時分に は 太子 も 

剌客も 疾うに 都 を 遠く 逃げ出し ていた。 



はし LA カレ カレ 

宋に 奔リ、 続いて 普に 逃れた 太子 蒯聩 は、 人 毎に 語つ 

て 言 つ た。 淫婦 刺殺と い う 折角の 義挙 も 臆病な 莫迦 者 

の 裏切に よって 失敗した と。 之 も 矢張衛 から 出奔した 

戯陽 速が 此の 言葉 を 伝え聞いて、 斯う 酬いた。 とんで 

もない。 こちらの 方 こそ、 すんでの 事に 太子に 裏切ら 

れる 所だった の だ。 太子 は 私 を 脅して、 自分の 義母 を 

きっと 

殺させよ うとした。 承知し なければ 屹度 私が 殺された 

に違いないし、 もし 夫人 を 巧く 殺せたら、 今度 は 必ず 

其の 罪 をな すりつけられ るに 決って いる。 私が 太子の 

言 を 承諾して、 しかも 実行し なかった の は、 深謀遠慮 

の 結果な の だと。 



父衛 侯の 訃を 聞いた。 噂に よれば、 太子の いない 衛国 

では、 己む を 得ず 蒯聩の 子. 輒を 立てて、 位に 即 かせ 

たという。 国 を 出奔す る 時 後に 残して 来た 男の児で あ 

る。 当然 自分の 異母 弟の 一 人が 選ばれる ものと 考えて 

かいがい ちょっと 

いた 蒯聩 は、 一寸 妙な 気がした。 あの 子供が 衛侯だ 

お か 

と？ 三年 前の あどけな さ を 考える と、 急に 可笑しく 

なって 来た。 直ぐに も 故国に 帰って 自分が 衛侯 となる 

のに、 何の 造作 も 無い ように 思われる。 

亡命 太子 は 趙簡 子の 軍に 擁せられて 意気 揚々 と 黄河 

せき 

を 渡った。 愈々 衛の 地で ある。 戚の地 迄 来る と、 しか 

し、 其処から は 最早 一歩 も 東へ 進めない ことが 判った。 



太子の 入国 を 拒む 新衛 侯の 軍勢の 邀撃に 遇った からで 

ある。 戚の 城に 入る ので さえ、 喪服 を まとい 父の 死 を 

哭 しつつ、 土地の 民衆の 機嫌 をと りながら はいらな け 

れ ばなら ぬ 始末であった。 事の 意外に 腹 を 立てた が 仕 

方が 無い。 故国に 片足 突っ込んだ 儘、 彼 は 其処に 留 

まって 機 を 待たねば ならなかった。 それ も、 最初の 予 

期に 反し、 凡そ 十三 年の 長き に亘 つて。 

かつ おのれ ちょう 

最早 (曾て は 愛らしかった) 己の 息子の 輒は 存在 

おのれ 

しない。 己の 当然 嗣 ぐべき 位 を 奪った. そして 執拗 

に 己の 入国 を 拒否す る • 貪慾な 憎むべき • 若い 衛 侯が 

在る だけで ある。 曾て は 自分の 目 を かけて やった 諸大 



夫 連が、 誰 一人 機嫌 伺いに さえ 来ようと しない。 みん 

な、 あの 若い 傲慢な 衛 侯と、 それ を輔 ける. しかつめ 

ろうかい しょうけい こうしゅ くぎよ 

らしい 老獪な 上 卿 • 孔叔圉 (自分の 姉の 夫に 当る 爺 

さんだ が) の 下で、 蒯聩 などと いう 名前 は 昔から てん 

で 聞いた こと もなか つ たような 顔 をして 楽しげに 働い 

ている。 

明け暮れ 黄河の 水ば かり 見て 過した 十 年余り の 中に、 

気まぐれで 我が儘だった 白面の 貴公子が、 何時か、 刻 

薄で、 ひねくれた 中年の 苦労人に 成 上って いた。 

荒涼たる 生活の 中で、 唯一 つの 慰め は、 息子の 公子 

ちょう 

疾 であった。 現在の 衛侯輒 と は 異腹の 弟 だが、 蒯聩 



衛の 都の 空気 は 亡命 太子に とって 好転して 来た。 伯 姫 

の 情夫 • 渾良 夫と いう 者が 使と なって 屢々 都と 威との 

間 を 往復した。 太子 は、 志 を 得た 暁に は 汝を大 夫に 取 

立て 死罪に 抵る咎 ある も 三度 迄 は 許そうと 良 夫に 約束 

し、 之 を 手先と してぬ かり 無く 策謀 を 運ら す。 

うるう 

周の 敬 王の 四十 年、 閏 十二月 某日 蒯聩は 良 夫に 迎 

えられて 長駆 都に 入った。 薄暮 女装して 孔 氏の 邸に 潜 

入、 姉の 伯 姫 ゃ渾良 夫と 共に、 孔 家の 当主 衛の上 卿た 

こうかい 

る • 甥の 孔悝 (伯 姫から いえば 息子) を 脅し、 之 を 一 

味に 入れて クウ . デ . タァを 断行した。 子 • 衛 侯は即 

刻 出奔、 父. 太子が 代って 立つ。 即ち 衛の荘 公で ある。 



ら出 たこと ではない。 いっそ 此の際 前衛 侯 を 呼 戻し、 

現 太子と 其の 才を 比べ て 見て 優れた 方 を 改めて 太子に 

定められて は 如何。 若し 不才だった なら、 其の 時 は 宝 

器 だけ を 取上げられれば 宜ぃ訳 だ。 …… 

其の 部屋の 何処かに 密偵が 潜んで いた ものら しい。 

慎重に 人払い をした 上での 此の 密談が 其の儘 太子の 耳 

に 入った。 

次の 朝、 色 を 作した 太子 疾が 白刃 を 提げた 五 人の 壮 

士を 従えて 父の 居間へ 闖入す る。 太子の 無礼 を吒咤 

おのの 

するど ころで はなく、 莊公は 唯 色 蒼 ざめ て 戦く ばか 

りで ある。 太子 は^ 者に 運ばせた 牡啄を 殺して 父に 盟 



其の 年の 秋の 或 夜、 荘公は 妙な 夢を見た。 

のき そび 

荒涼たる 曠野に、 檐も 傾いた 古い 楼台 がー つ 聳え、 

そこへ 一 人の 男が 上って、 髪 を 振り乱して 叫んで いる。 

「見える わ。 見える わ。 瓜、 一 面の 瓜 だ ご 見覚えの あ 

るよう な 所と 思ったら 其処 は t 古 の昆吾 氏の 墟で、 成 

程 到る 処累々 たる 瓜ば かりで ある。 小さき 瓜 を 此の 大 

きさに 育て上げ たの は 誰 だ？ 惨めな 亡命者 を 時め く 

衛 侯に 迄 守り 育てた の は 誰 だ？ と楼 上で 狂人の 如く 

地 団駄を 踏んで 喚いて いる 彼の 男の 声に も、 どうやら 

聞き 憶えが ある。 おやと 思って 聞き耳 を 立てる と、 今 



を、 荘公は 見付けた。 直ぐに 人 を 遣って 其の 女 を 呼ば 

き し 

せる。 戎人己 氏なる 者の 妻であった。 顔 立 は 美しくな 

かった が、 髪の 見事 さは 誠に 輝く ばかりで ある。 公 は 

ねもと 

侍臣に 命じて 此の 女の 髪 を 根本から 切 取らせた。 後宮 

かも じ こしら 

の 寵姫の 一 人の 為に それで 以て 髢を栴 えようと いう 

の だ。 丸坊主に されて 帰って来た 妻 を 見る と、 夫の 己 

かずき 

氏 は 直ぐに 被 衣 を 妻に かずかせ、 まだ 城楼の 上に 立つ 

むち 

ている 衛 侯の 姿 を 睨んだ。 役人に 笞打 たれても、 容易 

に 其の 場 を 立 去ろうと しないの である。 

せき ほ 

冬、 西方からの 晋 軍の 侵入と 呼応して、 大夫. 石圃 



「これ を やる から、 どうか、 見逃して 呉れ ご 

己 氏は蕃 刀の 鞘 を 払って 近附 きながら、 ニヤ リと 

笑った。 

たま 

「お前 を 殺せば、 璧が 何処かへ 消える とで もい うの か 

ね？」 

^ J れが衛 侯蒯聩 の 最期であった。 
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